










総
務
費

庁舎別館建設事業 230,783 千円

農
林
水
産
業
費

農地中間管理機構事業 3,475 千円

マイナンバー制度関連事業 14,482 千円 埋却地再生整備工事（小並地区） 196,681 千円

国勢調査事業 10,376 千円 多面的機能支払交付金事業 28,613 千円

民
生
費

訪問入浴サービス事業 3,540 千円 尾鈴地区国営・県営土地改良事業負担金 153,279 千円

幼稚園・認定子ども園給付事業 128,151 千円 羽根田排水路嵩上・浚渫事業 26,551 千円

病児・病後児保育事業補助金 4,213 千円

教
育
費

中学校非常勤講師配置事業 5,786 千円

子ども・ひとり親家庭医療費助成事業 42,960 千円 教育環境改善工事 24,000 千円

土
木
費

社会資本整備総合交付金事業 125,880 千円 校舎外壁等改修事業 46,965 千円

商
工
費

観光振興備品等整備事業 1,279 千円



● 水道事業

［収益的］ 対前年度比

収入 4億 6,144 万 6 千円 △ 1.7%

支出 4億 6,255 万 5 千円 5.2%

［資本的］

収入 5,000 万 3 千円 △ 41.2%

支出 3億 3,564 万 5 千円 △ 2.4%

対前年度比

● 国 民 健 康 保 険 32 億 4,812 万 4 千円 11.3%

● 後 期 高 齢 者 医 療 4億 7,889 万 3 千円 2.0%

● 下 水 道 事 業 3億 1,258 万 3 千円 △ 18.0%

● 介 護 保 険 17 億 5,711 万 9 千円 0.4%

● 介 護 認 定 審 査 員 会 1,049 万 7 千円 0.2%

● 一 ツ 瀬 川 雑 用 水 管 理 事 業 1,700 万 6 千円 0.0%

● 西都児湯固定資産評価審査委員会 41 万 8 千円 新設

収入の種類 収入額 割合 前年度割合

給料 294万 1,513円 24.9% 26.5%
自主
財源

町税

パート収入や不動産収入 74万 6,394円 6.3% 6.5% 使用料・手数料・分担金・負担金

貯金の取崩し 41万 403円 3.5% 3.7% 基金からの繰入金

実家からの仕送り 648万 8,799円 55.0% 54.3% 依存
財源

地方交付税・国県支出金等

借入金（ローン） 121万 3,391円 10.3% 9.0% 町債

合計 1,180万 500円 100.0% 100.0%

支出の種類 支出額 割合 前年度割合

食費 210万 2,523円 17.8% 17.8%
義務的
経費

人件費

医療費・教育費 289万 7,427円 24.6% 22.8% 扶助費

ローン返済 100万 1,168円 8.5% 9.0% 公債費

家の増改築費 167万 5,846円 14.2% 13.7% 投資的経費 普通建設事業費・災害復旧費

光熱水費・生活用品など 112万 8,181円 9.6% 9.9%

その他
経費

物件費

保険料・町内会費など 133万 4,701円 11.3% 12.5% 補助費等

子どもへの仕送り 150万 3,537円 12.7% 13.0% 繰出金

親戚への援助 7万 2,422円 0.6% 0.6% 投資・出資・貸付金

家・車の修繕費 7万 3,881円 0.6% 0.6% 維持補修費

貯金 314円 0.0% 0.0% 積立金

臨時出費への備え 1万 500円 0.1% 0.1% 予備費

合計 1,180万 500円 100.0% 100.0%

☆収入について
　割合的には、自分で得た収入（自主財源）が全体の 34.7% で昨年より 2 ポイント減となり、実家からの仕送りやローン（依

存財源）の割合が全体の 3 分の 2 に近づいています。昨年若干増えた給料が再び下がり、実家からの仕送りやローンに頼らざ

るを得なくなっています。景気が持ち直してきているとはいうものの実感に乏しく、実家も多額の借金を抱えているので、先行

きに不安が残ります。

☆支出について
　医療費・教育費は右肩上がりで増加し、さらに家の増改築も必要となっています。ローンの終了や保険の見直し等でローン返

済、保険料・町内会費は削減できましたが、なかなか貯金に回すお金を捻出することができません。光熱水費や生活用品の切り

詰めも限界に近く、これからも医療費・教育費といった経費は年々増加しますので、きちんと節約して、計画的に使っていく必

要があります。

☆貯金について
　平成 26 年度末の基金（町の貯金・一般会計分）残高は 27 億 2,497 万円で、たかなべさんの家計簿に置き換えると 408

万 7 千円になります。家の増改築が増えたことにより、前年末に比べ 33 万円（2,204 万円）減りました。今後、施設の老朽

化対策など貯金の取り崩しが必要となることが予想されるため、もう少し頑張りたいところです。

☆借金について
　平成 26 年度末の町債（町の借金・一般会計分）残高は 70 億 149 万 6 千円で、たかなべさんの家計簿に置き換えると 1,050
万 2,244 円になり、昨年度末から 23 万 4,736 円（1 億 5,605 万円）増えました。


